
 

明治大学ふるさと活動隊と地元大学生との交流について 

 

明治大学では、創立者出身地との連携事業に取り組まれており、創立者のふるさと活動隊として学

生が各地域を訪問し、地域の活性化に取り組むという学生派遣事業を実施されています。 

鳥取市は明治大学の初代校長 岸本辰雄氏の出身地であることから、明治大学と平成 28 年 11 月 13

日に連携協定を締結しており、このふるさと活動隊を下記の日程でお迎えします。鳥取市訪問の際に

は、地元大学生（とっとり若者地方創生会議、もちがせ週末住人メンバー）との交流を図り、地域の

活性化やゲストハウスの盛り上げ方等をテーマに意見交換会・ワークショップを行う予定です。 

記 

１．ふるさと活動隊 

  ○目 的  ・明治大学の創立者の一人である岸本辰雄初代校長の生立ちや、明治大学創立までの

歴史を学び、大学のルーツを知る。 

・鳥取県までの道のりを体験し、県内住民や地元大学生等との交流を通じて、参加

する大学生自身が創立者のふるさと鳥取を「自分の新たな“ふるさと”」として捉

え、地域の抱えている問題に向き合い、地域活性化のお手伝いを行う。 

  ○参加者  明治大学 学生５名（女性４名、男性１名） 

   ○日 程  平成２９年８月２８日（月）～９月１日（金） 

   ○行 程   ・全ての行程において、参加大学生が SNS等を使用した広報活動を行います。 

月日 午前 午後 

8/28（月） 東京から青春 18きっぷで米子へ 

8/29（火） 県内徒歩横断（一部路線バス利用）、アンケート調査 

8/30（水） 県内徒歩横断（一部路線バス利用）、アンケート調査、 

※18：30頃岸本辰雄氏胸像前ゴール 

8/31（木） アンケート結果等発表（県

庁） 
地元大学生などとの交流※２参照 

9/1（金） 魚のさばき方体験（かろい

ち） 
解散（帰京、現地に残る等自由行動） 

   ○活動後の取組 

    現地体験後、事前学習会から現地体験終了までの取組をまとめ、明治大学のﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞ（ー10/22）

でパネル展示を行うほか、当日の展示会プロデュースとふるさと地域物産展の協力を行います。 

 

２．地元大学生との交流 

   ○目 的  鳥取市が設置している「とっとり若者地方創生会議」と、公立鳥取環境大学の学生

自らが住んで用瀬町を盛り上げようと取り組む「もちがせ週末住人」が、明治大学ふ

るさと活動隊と交流することで、若者・よそ者視点で地域の魅力発信に挑戦する。 

   ○内 容  ・用瀬町内まち歩き 

         ・カヌー体験（予定） 

         ・とっとり若者地方創生会議、もちがせ週末住人ﾒﾝﾊﾞｰとの意見交換会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

         ･食事会（地域の方にもご参加いただく予定） 

◆本件の詳細については、内容決定次第、再度情報提供します。 
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